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好
天
に
恵
ま
れ
た
六

月
三
日
、
第
十
二
回
区

民
球
技
大
会
（
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
）
が
甲
良
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
区
長
あ

い
さ
つ
、
前
年
度
優
勝

杯
返
還
、
選
手
宣
誓
、

競
技
上
の
ル
ー
ル
の
説

明
が
あ
り
、
競
技
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
老
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
が
和

気
藹
々
の
う
ち
に
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
の
入
賞
は
、
次

の
通
り
で
し
た
。 

  

優
勝 

十
七
組 

 

二
位 

八
組 

 

三
位 

十
三
組 

  

尚
今
日
ま

で
の
経
過
を

ふ
ま
え
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の

中
で
な
る
べ

く
多
く
の
人

に
参
加
し
て

い
た
だ
く
為

に
特
に
老
人
、
子
ど
も

の
出
場
を
考
え
た
内
容

検
討
を
加
え
、
来
年
度

是
非
実
施
し
て
ほ
し
い

と
の
声
が
多
か
っ
た
様

で
す
。
来
年
（
十
三
回

目
）
の
大
会
は
、

老
若
男
女
の
出
場

者
で
本
年
以
上
に

ふ
れ
あ
い
の
場
と

な
り
郷
づ
く
り
と

併
せ
て
人
づ
く
り

の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 
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１ 



ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

サ
ツ
キ
街
道
除
草

作
業 

 

サ
ツ
キ
の
花
が
開
き
始

め
た
五
月
二
十
七
日
、
さ

つ
き
街
道
（
農
免
道
路
）

と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
除
草

清
掃
作
業
が
区
民
総
出
役

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。 

 

４
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ

た
稲
も
順
調
に
生
育
し
ま

し
た
が
、
４
月
の
降
水
量

が
最
低
で
、
五
月
九
日
か

ら
犬
上
川
ダ
ム
の
隔
日
配

水
の
中
、
作
業
終
了
後
の

休
憩
時
に
は
、
数
年
前
の

日
照
り
被
害
や
日
常
会
話

で
和
や
か
の
内
に
全
作
業

が
終
了
し
ま
し
た
。
区
民

の
み
な
さ
ん
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。 

 

苦
言
を
呈
し
ま
す
が
、

剪
定
作
業
と
園
芸
肥
料
の

施
用
等
に
つ
い
て
検
討
し

早
急
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。 

 

最
近
、
川
の

水

質

が

良

く

な
っ
て
き
た
の

か
、
子
ど
も
の

頃
に
よ
く
見
か

け
た
川
魚
が
桃

源
郷
の
イ
シ
ワ

ラ
ド
に
た
く
さ

ん
泳
い
で
い
ま

す
。 

 

一
度
、
散
歩

が
て
ら
に
の
ぞ

い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。 

２００１年７月３０日          広報下之郷         第３５号  

２ 

自
警
団
ポ
ン
プ
車
清
掃

 

  
六
月
九
日
、
夜
、
下
之
郷
自

警
団
員
が
出
動
さ
れ
、
町
消
防

団
下
之
郷
団
員
の
協
力
を
得
て

下
之
郷
馬
場
で
消
防
ポ
ン
プ
車

の
エ
ン
ジ
ン
他
各
部
品
等
の
点

検
と
放
水
試
験
等
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
月
一
回
の
火
災
予
防

運
動
と
併
せ
て
起
き
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
が
万
一
に
備
え

て
の
点
検
整
備
を
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん
、

あ
れ
は
自
警
団
の
仕
事
だ
と
は

思
わ
ず
に
区
民
全
体
が
火
災
予

防
に
は
各
家
庭
の
細
心
の
注
意

を
怠
ら
ず
、
団
員
の
誠
意
に
応

え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

カワムツ 

ゴリ  

ま
た
、
昔
は
た
く
さ
ん
見

か
け
た
ホ
タ
ル
が
え
さ
に
し

て
カ
ワ
ニ
ナ
も
す
こ
し
ず
つ

増
え
て
い
る
と
い
う
話
も
聞

き
ま
す
。
昔
の
自
然
が
戻
っ

て
来
つ
つ
あ
る
の
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。 



２００１年７月３０日          広報下之郷         第３５号  

３ 

集
団
転
作

小
麦
刈
り

 

  
米
生
産
調
整
対

策
（
減
反
）
に
よ

る
集
団
栽
培
小
麦

の
刈
り
取
り
作
業

が
各
班
別
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
空

模
様
を
気
に
し
な
が
ら
の

作
業
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
品
質
、
収
量
と

も
に
豊
作
で
あ
っ
た
様
で

し
た
。
引
き
続
い
て
、
大

豆
の
播
種
作
業
も
行
っ
て

い
た
だ
き
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
順
調
に
発
芽
し
た

よ
う
で
す
。
今
後
の
肥
培

管
理
に
十
分
配
慮
い
た
だ

き
、
秋
の
収
穫
作
業
は
笑

顔
で
楽
し
く
刈
り
取
り
が

で
き
る
よ
う
祈
り
た
い
で

す
ね
。 

 

 

犬
上
川
ダ
ム
満
水 

 

４
月
、
五
月
の
小
雨
に
よ

り
犬
上
川
農
業
用
ダ
ム
の

貯
水
量
が
五
〇
％
と
な
り

五
月
九
日
か
ら
隔
日
配
水

と
な
り
、
今
後
の
水
は
、

水
稲
は
ど
う
な
る
の
か
と

七
年
前
を
思
い
な
が
ら
心

配
致
し
ま
し
た
が
六
月
の

大
雨
で
ほ
ぼ
満
水
と
な
り

解
除
さ
れ
ま
し
た
。 

 

梅
雨
に
入
り
、
適
当
な

降
雨
に
よ
り
水
稲
も
順
調

に
生
育
し
、
穂
肥
施
用
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
晴
雨
に
か
か
わ
ら

ず
、
水
管
理
に
は
十
分
配

慮
し
て
大
切
に
し
、
入
れ

流
し
、
た
れ
流
し
の
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。 

甲良町夏祭り 
 今年の夏祭りは８月４日（土）役場で開かれま

す。今年も郷づくり委員会によるとうもろこし販売

ほか楽しいイベントを企画しています。ぜひご参加

ください。 



２００１年７月３０日          広報下之郷             第３５号  

  

○
下
之
郷
築
城
の
前
後 

 
犬
上
郡
甲
良
町
正
楽
寺
の

臨
済
宗
慶
雲
山
勝
楽
寺
で
、

一
代
の
豪
傑
佐
々
木
京
極
道

誉
が
そ
の
波
乱
の
生
涯
を
閉

じ
た
の
は
、
応
安
六
年
（
一

三
七
三
）
八
月
二
十
五
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
長
男
秀
綱

は
既
に
戦
死
し
て
、
三
男
高

秀
が
、
京
極
六
世
を
継
ぎ
、

幕
府
の
要
職
に
あ
っ
て
甲
良

殿
と
よ
ば
れ
た
。
高
秀
の
長

男
高
詮
は
七
世
を
継
ぎ
、
四

男
高
久
は
尼
子
（
現
甲
良
町

尼
子
）
に
舘
を
建
て
尼
子
氏

の
祖
と
な
っ
た
。
高
久
の
子

持
久
が
、
出
雲
に
下
っ
て
山

陰
を
制
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
高
詮
の
次
が

高
光
（
八
世
）
で
あ
る
。
病

弱
で
あ
っ
た
為
、
孫
の
持
高

が
継
い
で
九
世
と
な
る
。
持

高
幼
少
な
る
を
も
っ
て
叔
父

高
数
政
務
を
代
行
、
持
高
は

早
世
し
た
た
め
、
将
軍
足
利

義
教
の
命
に
よ
り
高
数
十
世

を
継
ぐ
。
嘉
吉
元
年
〈
一
四

四
一
）
高
数
は
義
教
の
供
を

し
て
い
て
将
軍
共
々
斬
殺
さ

れ
た
。
嘉
吉
の
乱
と
い
う
。

六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。 

 

高
数
が
没
す
る
や
京
極
家

に
継
嗣
問
題
が
お
き
、
高
光

の
三
男
で
既
に
持
高
の
養
子

と
決
ま
っ
て
い
た
持
渚
を
推

す
者
と
、
高
数
の
養
子
教
久

を
嗣
が
す
べ
し
と
の
二
派
に

別
れ
て
争
い
が
起
こ
っ
た
。

京
極
家
の
老
臣
多
賀
豊
後
守

大
源
は
教
久
派
（
坂
田
郡

志
）
で
あ
っ
た
。
時
の
管
領

細
川
右
京
大
夫
持
之
の
室
は

持
清
の
姉
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
裁
き
、
持
清
を
し
て

京
極
十
一
世
に
就
か
し
め

た
。
後
日
起
き
る
多
賀
家
養

子
問
題
や
多
賀
家
分
裂
の
原

因
は
こ
こ
に
尋
ね
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
桂
城
神
社
の
社
伝

に
は
「
京
極
豊
後
守
高
貞
人

皇
一
〇
一
代
後
小
松
院
応
永

四

丁

丑
年
（
一

三

九
八
）

「
従
父
高
詮
賜
犬
上
郡
多
賀

庄
地
築
干
下
之
郷
城
始
而
住

此
」
「
従
父
高
詮
之
従
臣
元

老
職
上
野
主
水
政
重
、
川
並

数
馬
基
通
、
二
階
堂
永
馬
介

弘
方
等
」
と
あ
り
、
七
世
京

極
高
詮
の
次
男
高
貞
が
、
父

よ
り
多
賀
圧
を
も
ら
っ
て
応

永
四
年
に
初
め
て
下
之
郷
に

城
を
築
き
上
野
・
川
並
・
二

階
堂
ら
の
家
来
を
従
え
て
来

住
し
た
と
し
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
社
伝
は
、
二
代

城
主
を
高
貞
一
子
加
賀
守
高

条
、
三
代
城
主
を
高
条
一
子

豊
後
守
高
忠
な
り
と
し
、
高

貞
高
条
い
ず
れ
も
タ
カ
カ
ズ

と
読
ま
せ
、
高
忠
の
と
こ
ろ

で
、
氏
を
多
賀
と
改
め
、
弓

術
馬
術
の
達
人
と
し
て
「
世

顕
名
誉
干
」
と
記
し
て
い

る
。
高
数
の
前
名
は
高
貞
で

あ
る
し
、
高
数
は
加
賀
守
を

名
乗
っ
て
い
る
の
て
、
高
員

高
条
は
同
一
人
の
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
さ

て
お
き
、
正
楽
寺
に
次
い

で
、
尼
子
と
下
之
郷
に
京
極

の
城
が
築
か
れ
た
訳
で
、
之

に
よ
り
甲
良
地
方
は
完
全
な

京
極
支
配
体
制
下
に
お
か
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

中世の下之郷 ⑤ 
   川並稔男氏著「古代・中世の下之郷」より 

４ 

下
之
郷
城
百
七
十
年
の
盛
衰
と 

 
 

 
 

 
 

名
将
多
賀
豊
後
守
高
忠 



  

 

安澤 亜恵さん 上野 佳奈さん 

 

寺居 重和さん 堀川 文江さん 

 

古川 きささん 
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え
ん
ど
う
や
野
菜
の
恵
み
喜
み
て
す
が
し
気
持
ち
で
仕
事
し
て
い
る 

 
 
 
 

上
野
た
つ
の 

川
端
を
梃
子
に
縒
り
か
け
石
ぐ
み
を
夫
の
手
の
跡
残
る
よ
ろ
こ
び 

 
 
 
 
 

上
野 

り
ゑ 

朗
々
た
る
経
に
浮
き
た
つ
姑
の
影
介
護
の
日
々
を
い
と
ほ
し
と
思
ふ 

 
 
 
 

上
野
二
紗
絵 

新
緑
の
深
ま
り
し
宮
に
絵
馬
つ
り
て
若
き
二
人
は
頭
垂
れ
お
り 

 
 
 
 
 
 

川
並 

克
子 

黄
緑
の
柿
の
若
葉
に
小
雨
降
り
色
あ
ざ
や
か
に
し
た
た
り
落
ち
る 

 
 
 
 
 

川
並 

千
町 

わ
し
我
を
捨
て
お
陰
で
暮
ら
す
生
活
を
と
思
え
ど
い
ま
だ
我
を
捨
て
切
れ
ず 

 

川
並
み
よ
子 

永
く
生
き
風
呂
の
改
築
気
持
ち
よ
き
一
番
に
は
い
れ
し
体
豊
か
に 

 
 
 
 
 

古
川 

ふ
さ 

満
月
を
愛
で
つ
つ
歩
く
友
ど
も
と
蛙
の
声
も
ま
た
風
情
あ
り 

 
 
 
 
 
   

 

藤
井 

和
子 

 
 
 
 
 
 
 

短歌クラブ 七月の詠草から 

上の二枚の絵にはちがうところが７ヶ所

あります。見つけて下さい。 

 答えのわかった人は解答用紙に書い

て、集会所まで。正解者には粗品進呈。 

クイズ まちがいさがし 

５ 

前号のクイズ正解者 

編
集
後
記

 

  

年
度
当
初
皆
さ
ん
に

お
願
い
致
し
て
お
り
ま

し
た
区
民
の
慶
事
に
つ

い
て
、
三
組
郷
づ
く
り

委
員
西
堀
治
男
さ
ん
の

ご
配
慮
と
辻
強
多
郎
ご

家
族
の
ご
協
力
で
新
生

児
の
写
真
、
記
事
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し

た
。
広

報

発

刊

以

来
、
第
一
号
と
な
り
、

今
後
内
容
充
実
に
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

今
後
、
こ
う
し
た
慶

事
を
も
れ
な
く
掲
載
で

き
ま
す
よ
う
、
各
組
の

郷
づ
く
り
委
員
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 


